
不 機 嫌



観察のポイント

 何となく元気がない、様子がおかしいなど、機嫌がよくない場合は、病気
等が原因であることがあります。

いち早くお子さんの様子が違うことに気付き、大事に至らないようにしましょ

う。

・いつもの泣き方と違って、泣き声が弱い、甲高い、うめくように泣く

・顔色がいつもと同じかどうか

・理由なく突然の発症かどうか

・好きな者を与えると改善するかどうか

・熱があるかどうか

・耳漏(耳痛)やそけい部腫瘤がみられるかどうか

※そけい部腫瘤・・・足の付け根のはれもの、こぶ

・嘔吐や顔色など全身の状態はどうか



しばらく様子をみてもよい場合

 不機嫌が一過性の場合。(おもちゃや好きな物で気がまぎれ
る)

 全身状態が悪くない(高熱やそけい部腫瘤など)、異物を認め

ない場合。

 解熱鎮痛剤(解熱作用があり、頭痛や歯痛等をおさえる薬）の

使用で不機嫌そうではなくなった。

 不機嫌に思えても、食欲や睡眠が通常通りにとれている。



早めに救急外来を受診した方がよい場合

 意識がおかしい、意味不明の言動がみられる。

 ぐったりして、元気がない。

 眠りがちである。

 ぐずり方が激しい。

 いつもと違って変だ。(親の言うことを聞かないなど)
 ミルクを欲しがらない。

 顔色が悪い。

 高熱がある。

 熱がなくて(普段よりも体温が低く感じる)、ぐったりしていて水分も受け付
けない)

 けいれんや嘔吐、呼吸苦(呼吸困難)など他の症状がある。

 易刺激性(物音や声かけに異様に驚く)がみられたり、

ピクピク、ワナワナする。



不機嫌

次のうちどの症状がみられますか？

□ぐったりしている。

□元気がない。

□ボーっとしている。

□眠りがちだ。

□ぐずる。

□いつもと違って何となく変だ。

□ミルクを欲しがらない。

□顔色が悪い。

□熱がなくて(普段よりも体温が低く感じる)

ぐったりしていて水分も受け付けない。

□意識が変だ。

この欄に「はい」がある

左欄に「はい」はなく、この欄に「はい」がある。

小児科医のいる医療機関を受診してください。

救急車を

呼びましょう！
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